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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

 

回次
第７期
第３四半期
累計期間

第７期
第３四半期
会計期間

第６期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成21年
　　９月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成20年
　　３月１日
至　平成21年
　　２月28日

売上高 (千円) 2,111,103644,0343,198,760

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) △22,859 △29,280 46,490

当期純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △24,778 △29,863 16,993

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 232,825 232,825

発行済株式総数 (株) ― 19,700 19,700

純資産額 (千円) ― 121,823 146,601

総資産額 (千円) ― 421,016 443,163

１株当たり純資産額 (円) ― 6,183.937,441.70

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △1,257.77△1,515.90 862.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 15.89 20.69

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,818 ― 42,251

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,924 ― △6,676

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 30,943 ― △167,714

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 200,011 164,326

従業員数 (名) ― 55 54

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第６期においては希薄化効果を有する潜在株式が存在し

ないため、第７期第３四半期累計期間及び第７期第３四半期会計期間においては潜在株式は存在するものの、１株当

たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年11月30日現在

従業員数(名) 55

(注) 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員を含んでおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第３四半期会計期間における仕入実績は次のとおりであります。
 

区分 仕入高(千円)

中古バイク 435,049

部品その他 3,814

合計 438,864

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 販売実績

当社は中古バイクの買取り、販売という一事業を営んでおり、事業部門、品目区分はありません。

当第３四半期会計期間における販売実績を形態別に示すと、次のとおりであります。
 

区分 販売高(千円)

オークション 566,798

直接販売その他 77,236

合計 644,034

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

当第３四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱ビーディーエス 551,291 85.6

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、引き続き企業収益が大幅に減少し、設備投資も減少しておりま

す。個人消費については自動車の新車販売台数が増加するなど減少傾向に歯止めがかかりつつあるものの、完全

失業率は高水準で推移しており雇用情勢は厳しい状況が続いております。また、今後の世界的な金融市場の情勢

によっては、わが国経済はさらに悪化するリスクがあります。

バイク業界におきましては、社団法人日本自動車工業会によりますと、平成21年８月末日現在の小型二輪車(排

気量251cc以上)の保有台数は153.7万台で前年同月比2.2万台の増加、軽二輪車(排気量126cc以上250cc以下)の保

有台数は201.7万台で前年同月比１千台の増加となっており、中古バイクとして比較的再販価値の高い大排気量

のカテゴリーに関しては、前年同月比で緩やかに増加する傾向が続いております。その一方で、二輪車を対象とし

た排出ガス規制の強化等に対応するために、メーカーがラインナップを整理、減少させていること、また規制に対

応するためにモデルチェンジした車種は製造コストの上昇に伴い、販売価格も上昇していること等が影響し、平

成21年１月から10月までの原付一種、二種、軽二輪、小型二輪の合計国内出荷台数は33.5万台、前年同期比12.4万

台の減少となっております。このような出荷台数の減少は今後のバイク保有台数の減少につながる可能性があり

ます。

当社におきましては、従来からのインターネットにおけるプロモーション活動に注力するとともに、株式会社

ゲオのグループ会社としてゲオショップにおけるプロモーションを積極的に展開しており、ゲオショップにおけ

る「バイク買取優待券」を設置、配布する店舗を前事業年度より大幅に拡大しております。しかしながら、イン

ターネット経由の査定依頼に対する買取成約率が悪化していることが影響し、当社の買取台数は前年同期を下

回っております。

また、当社の販売先として大きな割合を占めるＢ２Ｂオークションにおきましては、オークション相場が前年

と比較して低位で推移していることが影響し、当社の販売単価が下落するなどの影響を受けております。

当第３四半期会計期間におきましては、販売台数は2,986台(前年同期比14.4％減)となったこと、及び販売単価

の下落による影響を受けて、売上高は644百万円、売上総利益は191百万円となりました。

買取・販売台数が前年同期比で減少する中で、広告宣伝費等の販売経費の削減に努めた結果、販売費及び一般

管理費は219百万円となりましたが、営業損失28百万円、経常損失29百万円、四半期純損失29百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期会計期間末において、総資産は421百万円となり、第２四半期会計期間末と比較して34百万円増

加しております。主な変動要因としては、現金及び預金は54百万円増加しましたが、商品は13百万円減少、固定

資産は３百万円減少しております。

 

(負債)

当第３四半期会計期間末において、負債は299百万円となり、第２四半期会計期間末と比較して64百万円増加

しております。主な変動要因としては、長期借入金が55百万円増加し、1年内返済予定の長期借入金が14百万円

増加しております。

 

(純資産)

当第３四半期会計期間末において、純資産は121百万円となり、第２四半期会計期間末と比較して29百万円減

少しております。これは四半期純損失29百万円の計上によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、200百万円となり、第２

四半期会計期間末から54百万円増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の通りで

あります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期会計期間における営業活動の結果支出した資金は、14百万円となりました。主な変動要因は、税

引前四半期純損失29百万円の計上、たな卸資産の減少による増加額13百万円によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期会計期間における投資活動の結果支出した資金は、0百万円となりました。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期会計期間における財務活動の結果得られた資金は、69百万円となりました。主な変動要因は90

百万円の長期借入による資金調達を行い、20百万円の長期借入の返済を行ったことによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 78,800

計 78,800

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,700 19,700
名古屋証券取引所
(セントレックス)

単元株制度を採用しておりませ
ん。

計 19,700 19,700 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①　平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであり

ます。

第１回新株予約権(平成16年12月28日定時株主総会決議)
 

 
第３四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数(個) 186(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 186(注)２、３

新株予約権の行使時の払込金額(円) 63,366(注)４

新株予約権の行使期間 平成19年１月１日から平成26年11月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　63,366
資本組入額31,683

新株予約権の行使の条件 (注)５

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡、担保権の設定及び質入等一切の処
分を行うことができない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会における新株発行予定数から退職等による権利消滅分を減じた数

となります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整するものとします。ただし、かかる調整は、新株予約

権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果生じる1株未
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満の端数については、これを切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

　　また、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予約権が承

継される場合、当社は必要と認める株式の数の調整を行います。

４　新株予約権１個当たりの払込をすべき金額は、次により決定される１株当たりの払込価額(以下、「行使価額」とい

う。)に新株予約権１個につき割当てられる株式数を乗じた金額とします。

　　当初の行使価額は１株につき金79,000円とします。

　　なお、当社が行使価額を下回る払込価額で新株の発行または自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げます。
 

 
調整後
行使価額

 
＝

既発行
株式数

×
調整前
行使価額

＋
新規発行または
処分株式数

×
１株当たり払込価額
または処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数
 

　　上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した数としま

す。

　　また、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、１円未満の端数は切り上げます。
 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×
１

分割・併合の比率
 

　　さらに、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予約権が

承継される場合、当社は必要と認める株式の行使価額の調整を行います。

５　新株予約権の行使の条件

①　新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権者において、これを行使することを要します。

②　新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役、監査役または従業員のいずれかの地位にあ

ることを要します。

③　新株予約権者は、当社株式が日本国内の証券取引所に上場した日より１年が経過するまでは権利を行使できませ

ん。

④　その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する契約に定めるところによります。

 

第２回新株予約権(平成18年１月27日定時株主総会決議)

 
第３四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数(個) 115(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 115(注)２、３

新株予約権の行使時の払込金額(円) 202,043(注)４

新株予約権の行使期間 平成20年２月１日から平成27年１月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　202,043
資本組入額101,022

新株予約権の行使の条件 (注)５

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡、担保権の設定及び質入等一切の処
分を行うことができない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会における新株発行予定数から退職等のよる権利消滅分を減じた数

となります。

３　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整するものとします。ただし、かかる調整は、新株予約

権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未

満の端数については、これを切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率
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　　また、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予約権が承

継される場合、当社は必要と認める株式の数の調整を行います。

４　新株予約権１個当たりの払込をすべき金額は、次により決定される１株当たりの払込価額(以下、「行使価額」とい

う。)に新株予約権１個につき割当てられる株式数を乗じた金額とします。

　　当初の行使価額は１株につき金202,043円とします。

　　なお、当社が行使価額を下回る払込価額で新株の発行または自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げます。

 
調整後
行使価額

 
＝

既発行
株式数

×
調整前
行使価額

＋
新規発行または
処分株式数

×
１株当たり払込価額
または処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数

　　上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した数としま

す。

　　また、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、１円未満の端数は切り上げます。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　　さらに、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予約権が

承継される場合、当社は必要と認める株式の行使価額の調整を行います。

５　新株予約権の行使の条件

①　新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権者において、これを行使することを要します。

②　新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役、監査役または従業員のいずれかの地位にあ

ることを要します。ただし、任期満了による退任、従業員の定年退職その他取締役会が正当な理由があると認めた

場合には、この限りでないものとします。

③　その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する契約に定めるところによります。
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②　会社法第236条の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

第３回新株予約権(平成19年10月11日取締役会決議)

 
第３四半期会計期間末現在
(平成21年11月30日)

新株予約権の数(個) 10,600 (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 10,600 (注)２

新株予約権の行使時の払込金額(円) 38,847 (注)３

新株予約権の行使期間
自　平成19年10月30日
至　平成22年10月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　38,847

資本組入額　19,424

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡、担保権の設定及び質入等一切の処分を

行うことができない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整するものとします。ただし、かかる調整は、新株予約

権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果生じる1株未

満の端数については、これを切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

　　また、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予約権が承

継される場合、当社は必要と認める株式の数の調整を行います。

３　新株予約権１個当たりの払込をすべき金額は、次により決定される１株当たりの払込価額(以下、「行使価額」とい

う。)に新株予約権１個につき割当てられる株式数を乗じた金額とします。

　　当初の行使価額は１株につき金38,847円とします。

　　なお、当社が行使価額を下回る払込価額で新株の発行または自己株式の処分をするときは、次の算式により行使価額を

調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げます。
 

 
調整後
行使価額

 
＝

既発行
株式数

×
調整前
行使価額

＋
新規発行または
処分株式数

×
１株当たり払込価額
または処分価額

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数
 

　　上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した数としま

す。

　　また、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、１円未満の端数は切り上げます。
 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×
１

分割・併合の比率
 

　　さらに、当社が他社と合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または、当社が会社分割を行い本件新株予約権が

承継される場合、当社は必要と認める株式の行使価額の調整を行います。

４　新株予約権の行使の条件

①　新株予約権は、発行時に割当を受けた新株予約権者において、これを行使することを要します。

②　その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する契約に定めるところによります。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月１日～
平成21年11月30日

― 19,700 ― 232,825 ― 260,535

 

 (5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

 

 (6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成21年８月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

   平成21年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)  ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　19,700 19,700 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 19,700 ― ―

総株主の議決権 ― 19,700 ―

 

 

② 【自己株式等】

  平成21年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
３月

 
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月
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最高(円) 10,60010,60010,00015,00015,50015,00015,50015,00010,610

最低(円) 10,0009,4009,6009,90012,20013,00013,39010,0008,900

(注) 株価は、名古屋証券取引所市場セントレックスにおけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 総務人事部長 小野　義和 平成21年12月31日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成21年９月　１日から平

成21年11月30日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)に係る四半期財

務諸表について、監査法人コスモスにより四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 200,011 164,326

売掛金 2,255 7,329

商品 115,118 137,251

その他 11,746 30,851

流動資産合計 329,132 339,757

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 73,222 73,222

減価償却累計額 △41,277 △36,988

建物附属設備（純額） 31,945 36,233

その他 47,326 50,692

減価償却累計額 △29,527 △29,414

その他（純額） 17,799 21,277

有形固定資産合計 49,744 57,511

無形固定資産 14,541 18,616

投資その他の資産 27,598 27,278

固定資産合計 91,883 103,405

資産合計 421,016 443,163

負債の部

流動負債

買掛金 7,182 6,313

短期借入金 － 20,000

関係会社短期借入金 50,000 70,000

1年内返済予定の長期借入金 46,584 65,458

未払法人税等 2,270 5,300

その他 43,807 69,958

流動負債合計 149,843 237,030

固定負債

長期借入金 149,349 59,532

固定負債合計 149,349 59,532

負債合計 299,192 296,562
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 232,825 232,825

資本剰余金 260,535 260,535

利益剰余金 △426,444 △401,666

株主資本合計 66,915 91,693

新株予約権 54,908 54,908

純資産合計 121,823 146,601

負債純資産合計 421,016 443,163

EDINET提出書類

株式会社アークコア(E02989)

四半期報告書

16/27



(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 2,111,103

売上原価 1,444,560

売上総利益 666,542

販売費及び一般管理費 ※
 688,200

営業損失（△） △21,658

営業外収益

受取手数料 994

受取保険金 259

その他 153

営業外収益合計 1,407

営業外費用

支払利息 2,608

営業外費用合計 2,608

経常損失（△） △22,859

特別利益

有形固定資産売却益 61

特別利益合計 61

特別損失

有形固定資産除却損 27

事業譲渡損 218

特別損失合計 245

税引前四半期純損失（△） △23,043

法人税、住民税及び事業税 1,734

法人税等合計 1,734

四半期純損失（△） △24,778
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 644,034

売上原価 452,701

売上総利益 191,333

販売費及び一般管理費 ※
 219,851

営業損失（△） △28,518

営業外収益

受取手数料 326

その他 20

営業外収益合計 347

営業外費用

支払利息 1,110

営業外費用合計 1,110

経常損失（△） △29,280

特別利益 －

特別損失 －

税引前四半期純損失（△） △29,280

法人税、住民税及び事業税 582

法人税等合計 582

四半期純損失（△） △29,863
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △23,043

減価償却費 10,971

支払利息 2,608

有形固定資産売却損益（△は益） △61

有形固定資産除却損 27

事業譲渡損益（△は益） 218

売上債権の増減額（△は増加） 5,073

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,443

仕入債務の増減額（△は減少） 869

その他の流動資産の増減額（△は増加） 19,672

その他の流動負債の増減額（△は減少） △26,044

その他 △852

小計 10,883

利息の支払額 △3,095

その他の支出 △2,035

法人税等の支払額 △2,933

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,818

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △142

有形固定資産の売却による収入 95

敷金及び保証金の差入による支出 △43

敷金及び保証金の回収による収入 514

事業譲渡による収入 1,500

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,924

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000

短期借入金の返済による支出 △140,000

長期借入れによる収入 140,000

長期借入金の返済による支出 △69,057

財務活動によるキャッシュ・フロー 30,943

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 35,685

現金及び現金同等物の期首残高 164,326

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 200,011
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

　(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

棚卸資産

　通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来主として個別法による原価法によっておりましたが、

第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企

業会計基準第９号)が適用されたことに伴い、個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法)により算定しております。

　これにより、売上総利益は１百万円の減少、営業損失、経常損失、税引前四半期純損失はそれぞれ１百万円の

増加となっております。

 

 

【簡便な会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

 

当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

―

 

―

 

 (四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費　 109,597千円

給与手当　　 161,056千円

減価償却費　　10,971千円

 

 

第３四半期会計期間

 

当第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費　　31,026千円

給与手当　　　54,502千円

減価償却費　　 3,621千円

 

 

 (四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金　　　　200,011千円

現金及び現金同等物　200,011千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年11月30日)及び当第３四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月

30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 19,700

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) ―

 

 

３　新株予約権等に関する事項

目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第３四半期会計期間末残高

(千円)

普通株式 10,600 54,908

 

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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 (１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

１株当たり純資産　6,183円93銭 １株当たり純資産　7,441円70銭

 

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期累計期間

 

当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

１株当たり四半期純損失　1,257円77銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在

株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

 

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 24,778

普通株式に係る四半期純損失(千円) 24,778

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 19,700

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある
場合の概要

―
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第３四半期会計期間

 

当第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

１株当たり四半期純損失　1,515円90銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在

株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

 

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 29,863

普通株式に係る四半期純損失(千円) 29,863

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 19,700

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある
場合の概要

―

 

 

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成22年１月13日

株式会社アークコア

取締役会　御中

監査法人コスモス

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　富　　田　　昌　　樹　　印

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　新　　開　　智　　之　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

アークコアの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第７期事業年度の第３四半期会計期間(平成21年９月

１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年３月１日から平成　21年11月30日まで)に係る四

半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アークコアの平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもっ

て終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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